
高繰り返しフェムト秒レーザーを用いた

テラヘルツ波偏光計測装置の開発
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近年、テラヘルツ磁気光学計測や偏光イメージング計測など、テラヘルツ時間領域分光法(THz-TDS)

の偏光解析を利用した応用計測に注目が集まっている[1, 2]。我々は最近、テラヘルツ波の検出に用いる

電気光学(EO)結晶を回転させ、高速かつ高精度にテラヘルツ波の電場ベクトルの向きを決定できる『回

転検出器法』を開発した[3]。この技術は既存のTHz-TDS装置に回転機構を付与するだけで、ワイヤーグ

リッド偏光子不要で偏光計測ができる手法である。しかし、これまでは光源に再生増幅器を用いていた

為、装置が大きくなり、様々な産業応用に適応するには難しいという問題があった。

そこで我々は可搬式の装置を目指し、光源を再生増幅器から高繰り返しのフェムト秒レーザー(80MHz)

に切り替えた。高繰り返しフェムト秒レーザーは、再生増幅器と比べて繰り返し周波数が高い分、パル

スあたりのテラヘルツ波の強度が弱く、検出信号が小さい。そのため、発生するテラヘルツ波を光学チ

ョッパーを用いて周波数 fで変調し、EO結晶の回転周波数や検出信号のサンプリング周波数を正確にチ

ョッパーの周波数に同期させることで、測定精度を上げた(図 1)。講演では測定系の詳細と本計測手法の

信頼性を評価した実験結果について述べる。

図１：テラヘルツ波偏光計測装置。回転周波数およびサンプリング周波数の同期のために、分周・逓倍

器を用いて電気信号を生成する(左上の四角い枠内)。QWP は 1/4波長板、WPはウォラストンプリズム。
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